
 

 

第５回三重県紀伊半島大水害復旧・復興連絡会議 
 

日時： ３月２５日（月） ９：１０～９：２５ 

場所： プレゼンテーションルーム 

 

１ 知事あいさつ  

 

 

 

 

 

２ 県が実施したこれまでの対策と今後の対応について 

 

 

 

 

 

３ 知事からの指示事項  

 

 

 

 



                  

第５回三重県紀伊半島大水害復旧・復興連絡会議資料 

           

               

      

紀伊半島大水害において県が実施した 

これまでの対策と今後の対応 
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 (2)観光復興への取組  

・里創人熊野倶楽部による交流イベント 

第１回熊野里人市（4/15 参加者400名）第２回（5/20 参加者400名） 

第３回（6/17 参加者300名） 第４回（7/15参加者200名） 

第５回（8/19 参加者150名）  第６回（9/16参加者200名） 

第７回（10/21参加者150名）  第 8回（11/18 参加者150名） 

第 10回（1/20参加者100名  第 11回（2/17参加者100名） 

第 12回（3/17参加者110名） 

 引き続き、毎月第３日曜日開催 

「いろは展」（4/22 参加者1,000 名） 

「いろは展」(9/8紀伊半島大水害復興イベントと同時開催 参加者9,500 名) 

 

・東紀州ご当地グルメ大会（5/26 参加者7,000 名） 

・ 集客に向け、首都圏、中京圏、関西圏などの旅行エージェント等に対しツア 

ーセールスや宿泊誘致を実施（６月～随時） 

・6月 (首都圏) JR東海ツアーズ、阪急交通社、読売旅行、クラブツーリズム 

       (関西圏) 阪急交通社、JTB西日本、読売旅行、クラブツーリズム 

        （中京圏）名阪近鉄旅行、近畿日本ツーリスト、JTB中部  

・10 月 （首都圏）三重交通㈱東京営業所、ＡＮＡセールス㈱、㈱観光販売システムズ 

・12 月（関西圏） クラブツーリズム株式会社、日本旅行、JTB 西日本、 

読売旅行河内八木営業所、阪急交通社 

・12 月（首都圏メディア訪問） 

PHP 研究所、フォーリンプレスセンター、KK ベストセラーズ、 

地球の歩き方、世界文化社、旅行読売 

・3月 「東日本エリア」旅行商品販売会 in 東京 

 

・紀宝町復興支援イベント～元気やで！紀宝町～（6/24 参加者 3,000 名） 

                 （地域活性化支援事業費補助金を交付） 

・紀伊半島大水害復興イベント～行ってみよら♪東紀州元気祭～ 

(9/8 参加者 9,500名) 

・「吉野・高野・熊野の国」事業 

・東京駅一番街いちばんプラザで、観光 PRイベントを開催（11/16） 

・「NipponArchives」での熊野古道映像配信(10/1～ 継続中) 

・雑誌じゃらん広告記事掲載【関東東北じゃらん(10/1発売号で 8頁)、 

東海じゃらん(11/1発売号で２頁)】 

・じゃらんネットでの特集展開、宿泊プランの造成、提供、メルマガ配信(10/4～2/28) 

・東京駅、名古屋駅で「熊野古道」映像ポスターを放映（10/1～10/28） 
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紀北町紀伊長島区十須鍛冶屋又地内の崩壊地復旧及び濁水対策につい

ては、国が６月に現地調査を行い、濁水の発生原因や復旧対策工法の検

討等をまとめた。これを受け、７月及び９月に三者協議（国、県、紀北

町）を行い、対策工事や復旧計画に係る国、県の役割分担を決定した。 

県では、緊急の堆積土砂流出防止対策として災害関連緊急治山事業に

より上流部で治山ダム１基を２５年１月末に完了した。また、国では、

下流部で流木対策を含む治山ダム２基について、施工中である。 

 

（３）漁港関係 

   ○漁港施設災害復旧事業 

    １箇所中１箇所 完了 

 

２ 復旧対応・支援 

（農水産業関係） 

○県管理漁港の流木除去作業及び復旧工事の実施 

○災害査定（農地 12月 22日完了、漁港 11月 22日に完了） 

○相談窓口の設置及び被災者支援  

（１）補助金関係 

  ○台風１２号被災地域農業再生緊急支援事業 

○農業共同利用施設災害復旧事業 

○紀南かんきつ産地復旧支援事業 

○侵入防止柵復旧再生緊急対策事業 

○米・麦・大豆生産総合対策事業（平成 24 年度） 

（２）融資関係（災害関連）  

○農水産業向け融資制度 

  ・農林漁業セーフティネット資金（県市町が利子助成 ※漁業除く） 

・農業近代化資金 

    ・漁業近代化資金 

（森林・林業関係） 

○林野庁と三重県が合同で県内の治山・林道関係の被災について現地調査の

実施と二次災害危険箇所の調査を実施。 

○市町及び農林商工環境事務所の支援のため、技術職員を派遣し、市町の技

術支援及び復旧計画の策定、工事発注の支援を実施。（事務所へ延べ 52名） 

   ○災害査定（山地、治山施設、林道施設） 

   ○流木が河川の氾濫等の原因の一つとなっていることから、井戸川をモデル

地域として、流木や河川流域の実態を把握。 
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３ 熊野川【相野谷川を含む】の総合的な治水対策について 

（１）ダム操作に関する技術検討会（課長対応） 

目的：電源開発（株）が管理するダムについて、さらなる弾力的な運用に向

けた改善策、情報伝達の改善策を検討。 

構成：学識者、国、和歌山県、奈良県、三重県、電源開発（株） 

・第１回（平成２３年１１月２９日）、第２回（平成２４年２月２２日）

第３回（平成２４年４月５日）、第４回（平成２４年５月１０日）、第

５回（平成２５年２月４日）を開催。 

     「暫定目安水位」を設定し、治水容量をさらに確保することや、情報

伝達の改善策（ダム情報のフリーダイヤル回線増強など）が報告さ

れた。 

・平成２４年６月１５日、暫定運用開始 

池原ダム、風屋ダムの操作規定が変更され、今出水期より台風によ

る大規模な洪水が予想される場合に、これまでよりダムの貯水位を低

下させて空き容量を確保し、洪水時のダム放流量の低減を図る暫定運

用を電源開発が開始した。 

     ・暫定運用の効果 

       国土交通省が、熊野川の相賀地点において以下の水位低下があった

こと。 

       平成２４年台風４号  1.4m の水位低下 

            台風 17 号  1.1m の水位低下 

 

（２）相野谷川沿川における災害復旧のあり方検討に関する協議会（課長対応） 

目的：相野谷川沿川における甚大な被災を踏まえ、災害に強いまちづくりを

含めた災害復旧のあり方についての検討。 

構成：国、紀宝町、三重県 

     ・第１回（平成２３年１１月１７日）、第２回（平成２３年１２月２２日）

を開催。 

     ・第３回（平成２４年１月２８日開催）において、「まちづくりをふまえ

た相野谷川周辺災害復旧のあり方（骨子）案」を発表。 

     ・骨子の住民説明会を開催 

      全体説明会（平成２４年２月２２日開催） 

      地区別説明会：鮒田地区（平成２４年３月１８日） 

高岡地区（平成２４年３月１８日） 

             大里・井内地区（平成２４年３月２０日） 

    ・現状 

近畿地方整備局紀南河川国道事務所の発注による、鮒田地区、大里地
















